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産 業 厚 生 常 任 委 員 会 会 議 録 

 

                     日 時   平成２８年 ３月１７日 

                           午前１０時００分 開会 

                           午後 ２時２６分 閉会 

                     場 所   南あわじ市議会委員会室 

 

Ⅰ.出席委員、欠席委員、事務局出席職員及び説明のために出席した者の職氏名 
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    委 員 長    阿  部  計  一 

    副 委 員 長    谷  口  博  文 
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  事務局出席職員職氏名 
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    教育委員会社会教育課長    福  原  敬  二 

    教育委員会体育青少年課長    柏  木  浩  一 
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Ⅱ.会議に付した事件 

 

 １．付託案件････････････････････････････････････････････････････････････････ ６ 

 （１）議案第44号 南あわじ市老人福祉センター条例の一部を改正する条例制定について 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６ 

 （２）議案第45号 南あわじ市介護保険条例の一部を改正する条例制定について････１０ 

 （３）議案第46号 南あわじ市消費生活センター条例制定について････････････････１６ 

 （４）議案第47号 南あわじ市土地改良事業分担金等徴収条例及び南あわじ市農地及び農 

          業用施設災害復旧事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例制 

          定について････････････････････････････････････････････････２６ 

 （５）議案第48号 南あわじ市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制 

          定について････････････････････････････････････････････････２６ 

 （６）議案第49号 南あわじ市立学校就学指導委員会条例の一部を改正する条例制定につ 

          いて･･････････････････････････････････････････････････････３１ 

 （７）議案第50号 南あわじ市松帆銅鐸調査研究委員会条例制定について･･････････４０ 

 （８）議案第51号 南あわじ市スポーツセンター条例の一部を改正する条例制定について 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････４６ 

 （９）議案第52号 南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定について･･････５０ 

 （10）議案第７号 平成27年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第３号）････５２ 

 （11）議案第８号 平成27年度南あわじ市訪問看護事業特別会計補正予算（第１号） 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････５５ 

 （12）議案第54号 公の施設の指定管理者の指定期間変更について（休日応急診療所） 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････５６ 

 （13）議案第55号 公の施設の指定管理者の指定について（休日応急診療所）･･････５７ 

 （14）議案第56号 公の施設の指定管理者の指定について（灘黒岩水仙郷）････････６１ 

 （15）議案第57号 公の施設の指定管理者の指定について（バイオマス利活用施設） 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････６５ 

 （16）議案第58号 公の施設の指定管理者の指定について（吹上浜野外教育センター） 

          ･･････････････････････････････････････････････････････････７０ 

 （17）議案第65号 平成28年度農業共済事業に係る事務費の賦課総額及び賦課単価につい 

          て････････････････････････････････････････････････････････７１ 

 （18）議案第66号 字の区域の変更について（松帆、阿那賀、福良地区）･･････････７２ 

 （19）議案第67号 市道路線の認定について････････････････････････････････････７３ 

 （20）議案第68号 市道路線の廃止及び変更について････････････････････････････７４ 

 （21）議案第69号 広田市営住宅新築工事請負変更契約の締結について････････････７４ 



 

－ 4 － 

 （22）議案第70号 損害賠償額の決定及び和解について･･････････････････････････７７ 

 ２．閉会中の所管事務調査の申し出････････････････････････････････････････････７８ 

 ３．その他･･････････････････････････････････････････････････････････････････７８ 

 

Ⅲ.会議録 
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産業厚生常任委員会        平成２８年 ３月１７日（木） 

                 （開会 午前１０時００分） 

                 （閉会 午後 ２時２６分） 

 

○阿部計一委員長   おはようございます。 

  執行部各位、また議員各位には、早朝から御出席をいただきまして、ありがとうござい

ます。ただいまから、産業厚生常任委員会を始めます。 

  市長、何かありましたら。 

 

○市長（中田勝久）   おはようございます。先日の予算特別委員会では、４日間にわた

る御審議いただき、また、御提案申し上げました案件につきましては全て御可決をいただ

きまして、まことにありがとうございました。 

  きのう、久々に上京してきました。というのは、今、いろいろなああいう協議会、団体

が公益法人を組織がえしておりまして、公益法人になりますと、理事の半数以上は必ず本

人出席でないと会が成立しないというようなことで、きのうは全国の漁港、漁場の理事会

でございまして、ちょうど私もその理事になっておりました。 

  やっぱりお話を聞くと、当初予算では９７％というような予算でございますが、その後、

補正で何とか１００になっていっているというような状況でございます。今後も県、また

国へのそういう取り組みを、私は兵庫県全体をそういう要望を出さないかんわけですが、

淡路にも結構な数の漁港がございます。また、南あわじ市にも四つの漁港がございます。

おかげで、沼島は、災害に対してのそういう取り組みも、今まで積極的に県のほうがして

いただきまして、喜んでいるところでございます。また、皆さん方と一緒になっていろい

ろな面で取り組んでいきたい、このように思っております。 

  毎回でございますが、委員長初め皆さんに、中座させていただきますことをお願い申し

上げまして、冒頭の御挨拶にかえたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○阿部計一委員長   ただいまから産業厚生常任委員会を開会します。 

  第６６回定例会において、当委員会に付託されました議案について審査を行います。 

  議案の審査に当たり、提案理由の説明についてお諮りをいたします。 

  付託案件については、本会議において説明を受けておりますので、質疑から行いたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、提案理由の説明は省略します。 
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 １．付託案件 

 （１） 議案第４４号 南あわじ市老人福祉センター条例の一部を改正する条例制定につ 

            いて 

 

○阿部計一委員長   それでは、議案第４４号、南あわじ市老人福祉センター条例の一部

を改正する条例制定について議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   まずこれ、萬松園のことについて、解体撤去に至った経緯と、そ

れと、撤去後の跡地は、国のほうでどのような利活用をされるのかお尋ねをいたします。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   おはようございます。社会教育課長の福原です。よろし

くお願いします。 

  この萬松園の撤去につきましては、皆さん御承知のように、国有地、すなわち慶野松原

の地内ということで、文化庁のほうから指摘を、昭和５５年の第１回の策定書をこしらえ

たときから指摘を受けておりました。その席上、とりあえず、できるだけ早いうちに撤去

解体をお願いをしたいということで指導を受けておりまして、平成１７年に文化庁の技官

のほうも出席をいただいた中で取り組んできました。その結果、このたび、文化庁から指

摘がありました萬松園、要するに、国有地内に無断占拠という形でとっておりました老人

福祉センターを撤去することになりました。 

  あと、跡地なんですけども、これは文化庁の見解なんですけども、文化庁としては、原

状復帰、すなわち、景勝地である松原のほうにできるだけ近づける、要するに、松を植え

て保存をしていきなさいというような指導がございます。 

  ただ、前のときだったかと思うんですけど、蛭子議員からも質問があったとおり、慶野

松原に関する事業、もしくは文化財等に寄与するような事業があれば、文化庁としても考

える余地はあるというようなことも聞いておりますので、現在のところは、とりあえず松

を植えて、原状復帰をしていきたい、松原の復旧をしていきたいというふうには考えてお

ります。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 
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○谷口博文副委員長   結局は、そしたら、５５年の建築当時から国の国有地に対して、

旧の西淡町の時代は、そういう国の許可というか、何もとらんと勝手に建てとって、それ

を文化庁から指摘されたさかい撤去したと、そういう理解で。それで、現状というのは、

今の現状のままで、松の苗木を植えて、そのまま、何の利用もせんと。何か、文化振興に

寄与するような事業があれば建ててもええと。まあ、全くそういうことでええんけ。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   文化財としましては、文化財保護法の中の範疇、要する

に、慶野松原全体を名勝指定受けておりますので、その一部ということで、原状復帰とい

うことになります。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   要は、そやさかい、行政手続を踏まえらんと勝手に建てとって、

勝手に不法占拠しとるやさかい撤去しろという指導があって撤去したと。それに対して、

撤去費というか、そういうことも。無断で、そやから勝手に今まで萬松園として利用しよ

ったと。そういうことやの。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   建設当時のことは、ちょっと私たちもわからんのですけ

ども、簡単に言いますと、そういうことになります。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   今、何か課長、勝手に西淡町が建てとったというけど、これ、市の老

人福祉センターというのは、これ、補助事業でやったと思う。そやから、そんなざっとし

た話でないと思うのやけど。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   先ほど言いましたとおり、ちょっと建設当時はどういう

流れで、僕らも建ててきたかわかりませんので、そこについてはちょっと僕も返答しにく
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い。簡単に言いますと、先ほど言いましたとおり、文化庁の現状変更許可を得ていない建

物ということになっております。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   いやいや、要は、この老人福祉センター、福祉の担当の所管やったと

思うのやけども。これで、今の話でええんですか。ちゃんとした補助事業で、それなりに

国とか県と協議して、今の状況、建てた場所は国有地やけども、今までずっとやってきた

んと違うの。その辺、ちょっと説明してください。老人福祉センターの担当のほうから説

明をお願いしたいんです。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   先ほど、木場委員のほうから御質問のありました件につ

きましては、私もその当時のことはわかりませんけども、ただ、その補助事業ということ

で、補助金を申請しているということでは、土地の場所等々も申請に上がりますので、何

らかの許可があったということでいいのかと思っております。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   それで、その件はそういうことで、勝手にしてないということを確認

したかったわけやけど、実際、これ見よるんやけど、あと、ここを使っとった、福祉関係

でつくったと思うんやけど、これ、撤去して何か支障とか、代替の施設はできるんですか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   代替の施設というものは準備は、今あるところで利用い

ただいているというところで、また、中にありました社会福祉協議会等につきましては、

緑のほうに、また、シルバー人材センターも緑のほうにということで聞いております。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   別に、新しい福祉センターとか、総合福祉センターの必要はないわけ

ですか。要望もないし、今のところ考えてないわけですか。 
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○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   高齢者の福祉については、介護保険等々でいろいろとま

た集いの場等々ができてくるという中で、福祉センターというものにつきましては、以前

ほど利用の方はないのかなと思ったりもしております。また、利用される方につきまして

は、移動等につきましても、移動による車とか、またそういったことも今後、地域づくり

ということで準備されてくると思いますので、その辺での対応でいけるのかなとは思って

おります。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   社協なりシルバーが緑庁舎に行ったわけですけれども、ここの跡地利

用については、地元からは何か要望ということは出てるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   担当の長寿福祉課としては、そういったことは聞いてお

りません。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ほんなら、社会教育のほうではどうでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   聞いておりません。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうですか。何か、地元からも要望が出てるような話を少し伺ったん

で、どういう状況なのかというのをちょっと確認したかったんです。わかりました。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結をいたします。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ありますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４４号、南あわじ市老人福祉センター条例の一部を改正する条例制定についてを

原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第４４号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

 （２） 議案第４５号 南あわじ市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第４５号、南あわじ市介護保険条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   この介護保険の今回の改正ですけれども、南あわじの第６期の介護保

険事業計画というのがあって、その６８ページに認知症支援体制の整備という項がありま

す。そこに、複数の専門職による認知症初期集中支援チームが訪問して、初期段階での集

中的な支援を行うというふうに書かれておりますけれども、そういう事業を今回、実施す

るということでよろしいんでしょうか。 
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○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   委員さんのおっしゃるとおりでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それで、費用弁償というか、費用の関係で認知症対策員ということで

報酬が月額１万５,０００円というふうになっておりますけれども、これは認知症対応す

る医療機関に対して月１万５,０００円払うということでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   担当医ということになっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   担当医とかかりつけ医ってありますよね、ふだんから、お医者さんへ

行っているかかりつけ医と、担当医との違いというのは、どういう違いになるんでしょう

か。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   申しわけないです、ちょっと名前のほうは忘れたんです

が、先生に講習を受けていただいてきております。その認知度対応ということで。そうい

った中で、それにかかわっていただくという先生の報酬ということになっております。市

の職員と先生が講習を受けてきておりまして、そこが認知症初期集中支援チームというこ

とでのそういった必要な講習を受けてきているという方と一緒に対応していくということ

になっておりますので、その方に対する報酬となっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、それがかかりつけ医とその講習を受けられたお医者さんと

がイコールになるということはあるんですか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 
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○長寿福祉課長（静永峯雄）   相談に来られた方について、その先生と職員と一緒に対

応していくという中で、それを今度、そのところに結びつけるというのもまたあろうかと

思いますけども、かかりつけ医ではないと。だから、その先生にかかりつけ医になる可能

性もあります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、そういうお医者さんというのは、南あわじ市で今、何人ぐ

らい講習を受けられているんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   今のところ、１名です。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、この南あわじ市で今、認知症ということの認定というか、

何人ぐらいいるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   はっきりとした数字は出ていないんですけども、１,８

００名から２,０００名程度というふうなことで出しております。というのは、介護認定

を受けられた方の中での認定、その認知症というものを推定しているもので１,８００名

程度ということになるんですけども、ただ、そちらに入ってこられてない方で、介護認定

を受けられていない方等々がありますので、その辺が人数的にははっきりは出てきてない

というのが現状です。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今言われたのは、介護認定を受けられた方の中で１,８００人程度の

認知症の方がいると。今回、この改正で、介護認定を受けてない方いますよね。そういう

人たちが認知症ではないかなと心配されたときに、市役所の窓口に行ったり、社協に行っ

たときに、その市の担当と専門員が交渉して、この人は認知症ですよとかいうことをして
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いくということでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   そういった相談を受けた中で、状態的にどんなかなとい

うふうなことを判断していくということになろうかと思っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   認知症は早目の対応ということで進む度合いを抑えていくということ

になると思うんですけれども、私は、その受けられた先生が自分の診察もあるだろうし、

そういう小まめな、市役所に来てとか、なかなか物理的にどうなんかなというところがち

ょっとわからないんですけども。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   常時、こちらのほうに来ていただくというわけじゃなく

て、職員が相談を受けた中で、そういった相談を、こういった状態ですよというふうなこ

とで、また先生と相談して、その中で、どういったものが必要なのかなということになっ

ていこうかと思います。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、市役所でちょっと認知症にかかってるという家族がここへ

来て、そして、相談して、そこのかかりつけに行って、治療なり診断を受けるというよう

な仕組みづくりを進めるということでよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   そういった形のケアパスというか、そういった情報がわ

かるような冊子を近いうちに、年度内には出させていただくということで考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それともう一つ、ここに認知症サポーターということで、サポーター
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キャラバンということで書いてあるんですけども、その実績ということで、２,０００人

弱いるんですけれども、この方との連携とかいうのはあるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   申し込みがあって、それを受けていただいて、リング、

それを持っていただくんですけども、その後のかかわりというのは、今後そういったかか

わりが出てくるかと思いますけれども、今まではそういった、余りそういう人たちに対し

ての受けた後のかかわりというのは余りなかったかと思っております。ただ、今後、まち

全体でということになってくる中で、そういった方々に御活躍いただくということになろ

うかと思っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   この間の鉄道事故のこともありますけれども、南あわじはまた車で高

齢者の事故とか、いろいろまた違う課題になってくると思うんですけども、地域ぐるみで

認知症対策というのは必要になるかと思うんですけれども、徘徊とかそういうところにも

手を差し伸べていくようなことが必要なのかなと思ったりするんですけど。 

  今、私、子供の不審者対策でちょっと質問もしたんですけども、公用車がすごく動いて

ますよね、市役所の。そんなんに認知症とか子育ての見守りとか、ああいうステッカーを

貼って、公用車にも子供やお年寄りが気軽に声をかけられるような仕組みづくりというの

も必要なのではないかと思うんですけど、その点はどうでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   そういったことに対応するために、また、ＳＯＳとかＧ

ＰＳとかいうのを今年度、２８年度考えております。ただ、それも申請によるものであっ

て、こちらから、誰それつけなさいということはできませんので、必ず家族さんのほうか

らの申請をいただいた中で登録させていただくと、その中で、ＳＯＳネットワークという

もので、この人がちょっと心配なので、何かあったら連絡くださいねというような団体を

またつくっていくということになっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   違う角度からいろいろ支援するという話があったんですけど、公用車
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に、今、市役所のマークしか貼ってませんよね。それをまたもう少し広げるというような

ことはどうでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   ２８年度からそういったところに力を、今までもそうな

んですけども、今後、２８年からは力を入れていくと、実績を上げていくという中で、そ

ういった広報活動についても、いろいろと検討していきたいと思っております。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  登里委員。 

 

○登里伸一委員   介護関連推進事業と生活支援体制整備事業、並びに認知症施策推進事

業という体制整備が整ったということで、１年間、実施を早めるということで、非常に御

苦労には感謝をしておりますが、このどれほどの事業所、団体等がかかわっているのか、

わかりましたらお聞きしたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   今からそういった協議体等々をつくっていこうとしてい

るところで、総合事業については最終、２９年度から始めるということで、今予定してい

るのは、認知症関係、また、地域医療と介護との連携部分、それと、地域の集いの場等々

をお願いする、地域の支援についての部分をしていこうと考えております。 

  先ほど言われました中で、そういった活動をいただいているというのが、市地区のほう

で、集いの場的なものを今、いろいろと動いていただいております。また、ほかにもある

かと思いますけど、私のちょっと確認している中で、伊加利地区のほうでいろんな地域の

支えの運動というものも聞いております。 

  そういった団体さん、また、各地域でいろいろあろうかと思いますけども、私のところ

で今、確認できているのは、市地区の動きと伊加利地区の動きということになっておりま

す。 

 

○阿部計一委員長   ほかにございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、これで質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４５号、南あわじ市介護保険条例の一部を改正する条例制定についてを原案のと

おり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第４５号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

 （３） 議案第４６号 南あわじ市消費生活センター条例制定について 

 

○阿部計一委員長   続いて、議案第４６号、南あわじ市消費生活センター条例制定につ

いてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   これも３点ばかりお尋ねするわけですが、消費センター条例の制

定ということやけど、私の認識としては、旧の三原庁舎のところに消費センター的な機能

を有するような相談窓口があったと思うのやけど、今回、条例制定に至った経緯、それと

この辺、文言を見とったら、センターに所長、相談員等を配置するというようなことにな

っとるのやけど、大体これから何名ぐらいの職員を対応してこの消費センターを運営して

いくのか。それと、その方々の勤務時間的なものがここに出とるわけですが、その方々に

対する報酬というか、大体どの程度の人件費の報酬を考えておられて、今回の条例を制定

されたわけですか。 
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○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   まず初めに、一番初めの質問なんですけども、このたび

消費者庁のほうから、今、最近すごくふえてきている消費者問題に対応できるように、以

前から消費者センターがあるんですけれども、条例を制定して、市民の皆様方のそういっ

た消費者問題に関することについて取り組んでいただきたいということで、今回、条例制

定をさせていただきました。 

  それと、消費者センターには、所長と今、臨時職員３名がおります。場所は第２庁舎、

前の市長公室等があった１階のところの部分のところに、玄関入ったところの左側に設置

しております。センター長という形では規定されてますけども、私が兼務ということにな

っております。女性３人の臨時職員を配属して、相談業務に当たっております。 

  そして、時間については、９時から４時までの１人時間単価が１,０００円の６時間、

５１週ということでございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口博文副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   今回、条例の改正でなしに条例制定ということは、今まで消費セ

ンターの相談しよったというのは、何の根拠なしにやられとったんですか。いや、私が聞

いておるのは、今回、条例を新たに制定されて、そういうふうな消費相談を徹底して、こ

れはええことなんやけんど。今までもしよったと思うのやけんど、今まででも条例か何か

あって、今回、何か改正したような。今まであった組織やさかい、当然、条例に基づく運

営というか、そういうようなことをやっていただいとるというような認識があったわけで

すわね。 

  ほんで、前の条例の改正案で出てきとるのでなしに、新たに出てきとるさかいな。今ま

でというたら、これ、何を根拠にほんなら相談しとったん。誰がお金を払いよったん。ど

ないなっとんかなというのが一つの、ちょっとどないなっとったんで、今まで。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   消費者庁を通じて、県からそういった設置ということで

兵庫県はいち早く設置されたみたいで、今、県下の市町村には全部あります。そういった

消費者問題に対応するようにということで以前から設置されとったわけなんで、こうした

条例が、完全なる条例が整備されてなかったもので、ちゃんとセンターの位置づけをする

ということで、今回、条例制定をさせていただこうと思っております。 
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  業務については、以前から内容は何ら変わっておりませんけれども、さらなる消費者問

題、特にいろんな詐欺事件等もはやってきておる中で、そういった臨時職員については、

いろんな講習会に行き、そういった対応ができるように今、研修を深めているところでご

ざいます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   最後にすんのやけど、ほんなら、川上課長がそこの所長を兼務し

て、３名体制やいうて言うんやけど、今まで何人体制でやられとったんか、それと、大体

この相談というのが、今まで大体どの程度あったもんか。今までの職員の数、今回、あな

た以外に３名というようなことをおっしゃってましたよな。ほんなら、今までは何名だっ

たのか。 

  それと、これを見とったら、ある程度この相談の資格試験に合格した者というようなこ

とで、市長が当然、そういう資格を取得させるために、資質の向上のために、研修等の機

会を確保するものというような条文も出てますんで、そのあたりはこれ、何か消費者相談

するのに、この国家試験みたいな、こんな何かそういう資格というのは、そういう職員と

いうのは、もう既に持たれとるんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   今現在の３名におかれましては、資格を持っておりませ

ん。というのは、この試験が非常に難しい試験でございまして、今の３名の方も挑戦した

わけなんですけれども、ちょっとだめだったわけなんです。今後、この免許をとって対応

できるようにということで、本年度も試験を受ける予定ではございますけれども、非常に

巧妙かついろんなハイテクを生かした詐欺がはやってきてるんで、３人の方々にも非常に

相談業務が毎日、日々、悩み相談みたいな感じになるんですけども、非常に難しいことも

あったりして、高額な取引もされた方があって、未然に防いだり、お金を戻すような事案

に、お金を戻していただくようなこともあります。 

  昨年は、１７０件程度でございますけれども、非常に金額が大きくなってきております

し、そういったところに対応できるように、今、研修をしているところでございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   いや、結局、資格を取得してないというような、今、発言があっ

たと思うのやけんど、その資格を取得するためには、それなりの経費というのは要ってく
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ると思うんよね。その経費負担というのは、自己責任でやられるものか、役所のほうから

そういう試験に受験するときの受験料とか旅費とかいうものは、その辺の経費というのは

どっちが負担するべきものなんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   とりあえず今回のことにつきましては、総務課ともよく

協議しているところでございますけれども、とるための研修についての費用は、行政のほ

うが見るべきやと考えてます。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今の課長の説明では、かなり責任のある仕事というふうに受けとめた

んですけれども、それで、時間で、今、臨時職員ということで、時間給１,０００円とい

う話がありました。なかなか臨時職、そしたら、保険関係はどういうふうになってるんで

すか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   予算の中では、ちょっと今、その部分を細かく把握して

おりませんけれども、職員は賃金だけで、保険は入ってないと思います。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、労災保険だけと、市がかける労災保険だけだというふうに

理解してよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   そのように思います。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それで、１７０件程度あるということで、これ、南あわじ市の消費者
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センターのホームページがあって、少し拾い出したんですけども、南あわじ市でこれ、相

談に行く人で、７０歳以上という人が人数的に一番多いというか、率で２１％あって、そ

の次が６０歳以上ということで１７％で、高齢者が割と多いというような状況になってま

すけど、この高齢者の方々というのは、具体的にどんな相談をされるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   若い方については、そういったアダルトサイトへの請求

なんですけど、高齢者については、いろんな物品を送り届けられたり、また、言葉巧みに

商品を売りつけられて、クーリングオフができない件とか、いろんなところがあると聞い

ております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それで、淡路の中で、県がしている消費者センターと、３市それぞれ

あると思うんですけども、その受付時間とかいうのは、３市の中でどういうふうになって

ますか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   南あわじは９時～４時なんですけれども、淡路市は、た

しか８時半からだったかと思いますが、この時間については、過去からこの９時～４時と

いうところで、うちのほうはずっとやってきております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   先日も新聞で、淡路の消費者センター、サティの中にあると。私もこ

の間見たときに、かなり広いスペースでしてまして、サティのオープンの時間に合わせて

るんかと思うんですけど、１０時から１２時、１時から５時と、ほんで、日曜日も開いて

ると。買い物客がかなり気軽に相談に行っているようです。 

  スペースも広くなって、そこでは住民票とかそういう交付もしてるようですけれども、

買い物がてら行くというようなことで、身近な施設なんですけども、南あわじはちょっと

どこにあるのかなというようなところがあるんですけれども、それも、相談者にしてみれ

ば、余りオープンなところよりという方もいらっしゃると思うんですけども。 

  以前は、ちょっと聞きますと、この南あわじの消費生活センターも、旧庁舎に出前出張
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相談というのをしてたようですけども、もう旧庁舎がなくなって、それもなかなか行く場

所というかがないというようなことで、行ってないようですけども、そういう出前的なこ

とも考えていく必要があるんではないかと思うんですけど。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   前段の、サティ等にある分については、当然、なるべく

そういった相談というのは人目に離れた部分で相談したほうがいいかなというところで、

そんなところもあるかもわかりませんけども、うちのほうも、第２別館のほうにあるわけ

でございまして、市民相談ということも含めてあるわけで、以前は市民生活部にありまし

たけれども、今は商工観光課のほうで、離れておりますけれども、位置は向こう側にあり

ます。 

  それで、その出前講座につきましては、当然今言われたように、今後、市民交流センタ

ー等を通じて、前向きに春から出ていく予定でございますので、御了承願いたいと思いま

す。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、淡路市、洲本市などは、そういう今、責任のある、先ほ

ど課長が言ったように、責任のある仕事だというところで、本来なら正規職員というよう

な考え方もあるんですけど、嘱託職員というか月給制で対応してると。その中で、講習も

行ったり、いろいろしてるようですけども、やっぱり南あわじもそういう責任のある仕事

であれば、臨時ということでなしに、本来、正規というのも含めて、月給制の職員という

ようなことも考えていく必要があるんではないかと思うんですけど、その点いかがでしょ

うか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   今現在も、商工観光課の職員がそういった消費者センタ

ーにつながっているパイオネットという情報を入手して、いろんな問題を皆さんに周知で

きるようにパソコンを開いております。行き来は、今現状でも現職員がやっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ちょっと質問と答弁が違うように思うんですけども。体制の問題です。
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そんな商工観光課、私は、商工観光課、いろんなイベントがあったり、去年は、振興券の

発行があったり、本当に大変な仕事を職員がこなしてるというふうには思うんです。この

たび組織がえの中で、商工観光課にこの消費者センターが入ってきたということで、また

仕事量がふえたというのはよくわかる、それだけに、その消費センターの職員の待遇とい

うのをもっと見直すべきではないかと思うんです。 

  ちょっと話を聞けば、淡路市などは、嘱託で若い人が来て、活発な動きがあるというよ

うなことも聞いておりますので、年齢のこともあるんですけど、動きとして、やっぱり物

理的な制約というのがありますので、そこら辺、体制を考えていく必要があるんと違うか

と思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   人事のほうはちょっと私は存じておりませんけれども、

配属いただきました職員を通じて、そういったところに重点的に対応できるように、今後、

事務分掌を考えていきたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   いや、そういう実態がわかれば、課長として、市長なり副市長なり総

務なり、人事のところに働きかけるということは、これまでしたんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   総務課にはお願いをしました。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   その結果、今回、こういう条例を制定するに当たって、どういうふう

な回答があったんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   ちょっとまだわかりません。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 
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○吉田良子委員   それと、時間の問題も、やはり４時というのは、この間も少し行って

たら、もう４時前に電話がかかってきたり、やっぱりなかなか相談する時間帯というのは、

もっと延長するというようなことも考えていただきたいんですけど。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   今後、事務所の関係で職員の方をそういったところに、

事務所ができれば、職員の勤務時間の５時１５分までは、その点は何ぼか聞けるかなと思

っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   最後になりますけども、これからいろんな巧妙な手口で、南あわじで

も振り込め詐欺で被害にあった女性が多額の金額を振り込んだというようなこともありま

すし、手口がいろいろ、マイナンバーの関係とかで、もっといろいろ出てくるんではない

かと思うので、時間の問題、職員体制の問題、これではちょっと不十分だという点を指摘

したいと思います。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   肝に銘じて対応に当たりたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   長船委員。 

 

○長船吉博委員   課長、余り言いたくないけど、課長、やっぱり消費者センターの所長

という、兼務しとるわけでえか。それに何かもうひとつ、今の答弁聞きよったら、他人の、

ちょっと関係ないような答弁の仕方をしよるのよの。これからほんま、こういう消費者セ

ンターの活動というのは、もうより一層ふえてくる。ほんで、この職員というのは、専門

性が物すごく出てくると思うねん。そやから、試験が難しいんでえか。医薬品とかサプリ

メントとか、それから、巧妙な振り込め詐欺とか、いろいろ多種多彩によって試験が難し

いんであって、やっぱりそこら、もう少しこの地域の消費者センター、もうこれ、いっそ

のこと淡路一つにするとか。ほんで、優秀な職員を抱えて、ありとあらゆるものに対応し、

時と場合によっては、顧問弁護士にも相談できるようなことも体制づくりをしていかな、

僕はあかんと思うねん。 
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  これ、より一層、ほんまにこれから件数もふえてくる。多分まだ、この消費生活センタ

ーのあり方、あるところ、市民の方々、知らん人もかなりおると思うねん。そやよって、

もう少し、センター所長やねんよって、もう少し自覚を持って、その執行部にどんどんや

っぱり言っていってほしいし、当然、職員の方々もそういう所長にはそういう思いをしと

るはずやよってやな。もう少し、そういう方面に頑張ってほしいなと思うんですが、いか

がでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   長船委員さんの言われたとおり、そういった自覚を持っ

て対応したいと思います。 

 

○阿部計一委員長   ほかにございませんか。 

  木場委員。 

 

○木場 徹委員   今、課長の話を聞いたら、この５条のこの資格、国家試験やと思うの

やけど、正式にこの名前は何という国家試験で、どういう倍率とか、そんなのは調べてま

すか。どのぐらいの合格率というような。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   試験名称は、消費生活相談員資格試験でございます。試

験については、国民生活センター独自の資格認定制度という中で行われております。年１

回ということで、秋に日本の１５カ所で行われる予定でございます。昨年度は、兵庫県で

３名しか受かっておりません。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   何人ぐらい受けて３人。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   済みません、全体の受験者数は存じておりません。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 
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○木場 徹委員   今、臨時の方３名、仕事をしてもらっとると聞いたんやけど、この人

らも当然、毎年受けとるんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   本年度、初めて受けたと聞いております。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   頑張って合格するように、課長、フォローしてやって、所長、できる

だけ充実するようにお願いしておきますわ。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４６号、南あわじ市消費生活センター条例制定についてを原案のとおり可決すべ

きものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第４６号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 
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 （４） 議案第４７号 南あわじ市土地改良事業分担金等徴収条例及び南あわじ市農地及 

            び農業用施設災害復旧事業受益者分担金徴収条例の一部を改正す 

            る条例制定について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第４７号、南あわじ市土地改良事業分担金等徴収条例及

び南あわじ市農地及び農業用施設災害復旧事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、これで質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行いますが、ございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４７号、南あわじ市土地改良事業分担金等徴収条例及び南あわじ市農地及び農業

用施設災害復旧事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例制定についてを原案のと

おり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第４７号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （５） 議案第４８号 南あわじ市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条 

            例制定について 
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○阿部計一委員長   次に、議案第４８号、南あわじ市下水道事業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   この今回の条例の改正というのは、私もちょっとこれ、理解しが

たいねんけど。この表の松帆湊浄化センターのところに湊里、上、志知奥、飯山寺という

ような、鈩というようなところが入っとるわけでございますが、もともと志知地区に関し

ては、志知に下水処理場があったと思うのやけど、これはどういうことなんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   これにつきましては、今回、条例の改正に伴いますが、地

域の変更ということで、志知の処理場を松帆湊の処理場へ統合することによって、松帆処

理場の処理区域として、志知の部分を加えたということになります。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   ということは、今、志知の下水処理場というやつは、もう閉鎖し

て、閉鎖というか、処理場を閉鎖して、志知の処理場のやつを松帆湊の処理区域のほうへ

本管というか通すことによって、将来的なコストの削減というか、そのあたりを考えた上

で、そういうふうな処理区の変更をされとるという理解でよろしいですか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   委員御指摘のとおりでございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   ほんで、結局、私の地区は、３７年とかいうような、西路地区と

か、そういうのになっとるのやけんど、志知のほうの、ほんなら配管というのは、これは

松帆の処理区、いつつないで、志知はいつ閉鎖するの。 
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○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   今のところ、志知の処理区についての配管を松帆の処理区

へつなぐということについては、まだ現在、県道バイパス等の関係もございますので、ど

ういうルートでもっていくかということは、まだ決定いたしておりませんが、最終的には

この事業の全体、統廃合につきましては、計画では平成３６年度をめどに全部やっていこ

うということを考えております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   平成３６年度なのに、何でほんなら今回、この処理区の変更とい

うか、早急にこの処理区の変更の条例の上程がされるんですか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   これにつきましては、提案の説明資料にもございますよう

に、今まで、今後発生してくるコミュニティプラント事業、厚生労働省の所管の事業でご

ざいましたが、灘等でありますが、そこらの施設が老朽化してきているということでござ

いまして、それについての改築工事につきましては、現在のコミュニティプラント事業、

厚生労働省の事業では、そういったものに対して補助事業がございません。 

  そこで、市といたしまして、財源措置の有利な方向を考えた中で、このコミュニティプ

ラント事業を廃止するということで、今回、提案させていただきました。早急な財源措置

が必要となるということで、コミュニティプラントを廃止したいということと、改築工事

の費用を抑えたいということで、今回、早急な提案となりました。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   結局、志知処理場の区域の下水の、結局、あそこを閉鎖したら、

あそこもまた当然あいてくるさかい、あれは市の土地じゃな。そやから、いろんな今から

事業があるようなやつにあそこも活用、またできる可能性もあるということやの。 

  終わります。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  登里委員。 
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○登里伸一委員   ほかの地区は余りわかりませんが、この津井浄化センターに関しては、

伊加利地区の全体を全部、津井のほうに集約するというふうに言ってよろしいんでしょう

か。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   今現在の計画では、伊加利の処理場を中間処理施設といた

しまして、ポンプアップ槽等の施設になろうかと思いますが、そこらで検討していきなが

ら、津井の処理場へ伊加利の汚水を持っていって、処理したいなと考えております。 

 

○阿部計一委員長   ほかにございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   最後のほうに、政策等の形成過程の説明資料というのがあるんですけ

れども、先ほど、コミュニティプラントが期限が来てるという話がありましたけども、こ

こには農業集落排水、漁業集落排水というふうに書かれてるんですけども、もうコミュニ

ティプラントを最優先するという考え方なんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   やはり、この施設の統廃合につきましては、コミュニティ

プラントだけを優先するというものではございません。市内全体の下水道の効率的な処理

ということを考えまして、今回、計画を変更いたしまして、条例改正をするものでござい

ます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それと、ここに費用の関係で、経費節減ということで、これ、７,５

００万ですか、縮減効果というふうになってますけど、これは何年度からこれぐらいの。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   これにつきまして、施策説明の形成過程の説明資料で年間

７,５００万ということで書いてございますが、これにつきましては、全ての処理場が統

廃合が整って初めてこういった効果が出てくるのでないかなと考えます。 
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  でございますので、今現在の平成２７年の決算と、今度、平成３６年以降の決算を比較

したときに、この程度は有利になるであろうということを記載させていただいたものでご

ざいます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、先ほど言った平成３６年に全ての計画が終わった時点で、

その時点から７,５００万ずつ削減されるということですか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   今現在の維持管理費等とか建設費用を比較した場合、３６

年以降と比較した場合、その程度が削減されるのでないかということを考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   統廃合するに当たって、また管路をつなぐとか、いろんな経費も要る

し、また、その後の処理場の運用とか、そういうのもいろいろ含めて、いわゆるコンサル

の計画が出てきて、それを市独自で見直しをかけたということはあるんですか。 

 

○阿部計一委員長   下水道課長。 

 

○下水道課長（村本 透）   あくまでもコンサルと計画を策定する中で、十分協議した

中で、地形的とかそういったもの、経済性、地形的に有利であるとか、そういったもの、

地域性等も考慮いたしまして、市のほうも入った中で検討し、計画をまとめてきたもので

ございます。 

 

○阿部計一委員長   質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○阿部計一委員長   ないようでございますので、討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４８号、南あわじ市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第４８号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  暫時休憩をいたします。 

  再開は、午前１１時１０分といたします。 

 

（休憩 午前１１時０１分） 

 

（再開 午前１１時１０分） 

 

 （６） 議案第４９号 南あわじ市立学校就学指導委員会条例の一部を改正する条例制定 

            について 

 

○阿部計一委員長   再開をいたします。 

  次に、議案第４９号、南あわじ市立学校就学指導委員会条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   これまでこういう委員会があったんですけど、開催状況というのは何

回ぐらいあったんですか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 
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○学校教育課長（廣地由幸）   大体、２回程度が主でございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   年２回ということですか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   １学期、そして２学期ということでございます。２回と

いうことでございます。年間です。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   定例的に、もう時期を決めて開催、ここに書いてある人数、８０人が

そこに参加されてたということでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   現在、８０人以内ということで、７１人の方に参加して

いただいてました。この中身につきましては、各学校の校長先生並びに特別支援学級の担

当教諭なども一緒に入っていただいて、議論をしておりましたので、そういうような人数

になっておりました。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうしますと、主な審議内容というのはどういう内容。審議内容とい

うのはどういうことだったんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   主には、特別支援学級への入級を認可する、南あわじ市

として認可が、特別支援学級へ子供が入級することがその子供にとって一番いい教育であ

ろうということを認定する、そして、それを県教育委員会に申請をするということの審議

をする会が主でございました。 
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○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、小学校１年生入学時に親は、いろんなそれまでの健康福

祉事務所とかでいろんな相談をする中で、特別支援か普通学級かとかいう、悩まれる方が

あると思うんです。そういう人たちへの保育所とか、そういう相談の方との連携というこ

とが必要かと思うんですよね。それは、この会議とはまた別な形になるんでしょうか。今、

１学期、２学期と言われますと、もうその子供たちが入ってる状態になるので、そこら辺

の関係というのはどうなってるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   今、委員から出ましたような、保健師さんとか、こども

家庭センターの課長さん、あるいは、医師会の代表の方、そういった方々もこの委員にな

っておりまして、いわゆるそういう就学前のいろいろな相談につきましても、継続的に相

談に乗っていくような体制は、その会でも話をしております。当然のことながら、学校だ

けではなくて、場合によっては保育所の所長さんや年長組の担任の先生にも来ていただい

て、子供の様子を聞かせていただいたりすることもございました。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、そういう個別事例もたくさんあると思うんですけれども、

そういうのもここの中で全て洗いざらいというか、そういう話になっていくわけですか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   当然、個人情報等々がございますので、中身等について

は慎重審議されますが、最終的には専門委員会という、同日に開かれるんですけれども、

医師会の代表の方等を踏まえて検討をしていくというところでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今、新１年生、小学校１年生の親の人で、ちょっとどうしようかとい

う方も話をちょっと聞いたんですけども、そういうケースは今の専門委員会の中で話が出

てくるということなんでしょうか。 
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○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   基本的には、まず保育所であれば保育所、幼稚園であれ

ば幼稚園でございまして、当然のことながら、こういう事例につきまして、学校との連携

を図ったりしております。具体的には、教育委員会としては、淡路教育相談ということで、

いわゆる淡路特別支援学校の専門の教師に来ていただいて、そういう就学前の教育相談、

就学中の教育相談もそうですけれども、特にそういう発達障害等々の部分について、悩み

を持たれている保護者の皆さんの対応について、そういう相談には乗らせていただいてま

す。そこも、学校や保育所、幼稚園からそういう紹介をさせていただいて、一度、そうい

う相談を受けてみませんかということを紹介させていただいております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   もうそこへ入学式が来てるんですけども、小学校内の特別支援学校へ

行くわけでなしに、クラス編成の中でどうするかということで悩まれてるようなので、こ

ういう会の中で話が出るのか、もう個別対応なのかというところが、少しちょっとわかり

にくかったのでお伺いしたんですけども。基本的にはもう個別対応というふうに理解して

よろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   この委員会の中で、特別支援学級の入級が必要であると

いうことを最終的に決定しますので、この中で書類等々については審査させていただいて

おります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それと、今度、教育支援委員会条例というふうに変わるわけですけれ

ども、この１条、設置の目的で、社会啓発の事業に関する調査・審議を行うという部分が

文言として少しないように思う、必要な事項ということになってるんですけども、少しち

ょっと制度的に啓発事業が軽くなるというか、そこら辺はどうなんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 
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○学校教育課長（廣地由幸）   今回の条例改正につきましては、やはり一貫した、就学

前だけでなく、これからも一貫した教育をしっかりやっていきましょうというふうな意味

で教育支援委員会というふうに名称も変えて取り組んでいきますので、今、委員がおっし

ゃるような啓発事業等につきましても、いわゆる合理的配慮というのが来年度から非常に

実施されておりますので、そういう部分を含めて、しっかりとした取り組みをこの委員会

の中でもしていきますし、それ以外のところでも当然、指導していきたいというふうに思

っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   最近、学校要覧なんかを見てみますと、それぞれの学校でほとんどが

普通学級と特別支援学級というのがあって、何か人数的にふえてるような傾向があるんで

すけど、そこら辺はどうなんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   ほぼ同程度の人数でいってるんですが、やっぱり出入り

もありますし、その学級がそのまま設置されておれば、そこへすっとそのまま入りますが、

ない学級を新たにつくる、いわゆる自閉情緒学級がない学校に、新たに自閉情緒学級をつ

くるというと、新設というふうな形になります。 

  今現在につきましては、数等については把握しております。ほぼ同数で来てますが、学

校によっては、その学級の生徒が卒業しますと、その学級がなくなります。そういったこ

とで、しかしながら、次の年には、今度、小学校のほうから中学校へ入学してくると。そ

うすると、またその学級が復活というのか、設置が必要であるというふうなこともありま

すので、若干ふえてるとは思うんですけれども、そういうような対応をさせていただいて

おります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   最後になりますけど、障害のある児童生徒をいろんな環境の中で、過

ごしやすい生活環境、学校環境をぜひつくり上げていただきたいと。そのためにも、この

委員会の重要性というのが大きいものがあると思いますので、期待して、終わります。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 
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○谷口博文副委員長   ２点ばかりお尋ねするわけですが、この委員会、委員８０名以内

ということでやられとったやつを、２０名以内にすると。少数精鋭にして２０名にする、

これだけの削減を一気に、委員を削減するという、なぜかというのと、それと、この教育

支援に携わる者、委員の選任の、組織の委員の選任についての中に、教育支援に携わる者

というようなことを書いとんねけんど、今までこの学校の校長さんとか、養護の先生とか

その辺が入って７１名で組織しとったやつを、今回の改正によって２０名以内に、かなり

削減、大幅に削減した、これは何か費用弁償か何か発生しとるので、コスト削減しよるの

でやっとんのか。 

  それと、この委員の組織やけど、学校関係、教育支援に携わる者というたら、具体的に

どういう方を、今度委員に選考しようとされとるんですか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   まず、８０人から２０名ということですけれども、まず

これにつきましては、多くの個人情報もありますし、まず、基本的には代表の方々の組織

として、この委員会を中身を充実させていきたいというのが一つでございます。 

  ただし、先ほどからありますように、やはり子供の実態をよく知っているのは、その学

校の担任の先生であったり、あるいはその学校の校長であったり、あるいは保育所や幼稚

園の先生であることが多いので、第６条のほうに、委員会は、必要があると認めるときは

委員以外の者を出席をさせて意見を聞く、あるいは、または必要な書類の提出、説明を求

めることができるという文章がありますので、それに基づいて、今回、わざわざ直接、多

く関係のない校長まで集める必要はないだろうという判断の中で、２０人以内ということ

でさせていただきました。 

  主に今のところ、７人から１２人の予定をしておりますけれども、そういう部分でいき

ますと、まず、医師、南あわじ市の医師会の代表の方を２名、それから、教育職員として

小学校の代表校長、中学校の代表校長、それから、児童福祉施設または児童相談所の職員

ということで、兵庫県中央こども家庭センター洲本分室の課長、また、関係行政機関の代

表ということで、健康課の保健師、また、学識経験のある者ということで、淡路特別支援

学校の校長先生、そういった方々を主に委員として委嘱して、専門的な視点から協議をし

ていくというふうに考えております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   結局、８０人おって、今まで、市内の小中学校の校長先生初め養

護の先生方も踏まえた上で、７１名でやっとったと。今の課長の説明だったら、代表校長
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ということは、私は市内に小学校、中学校の校長さんを呼ぶだけで、もう２０人以上にな

ると思うのやけんど。その辺、学校のやっぱりこういう教育に携わっておる、共通認識を

持つという意味合いにおいて、やはり代表の校長先生ぐらいは、守秘義務を守るのは当た

り前の話やし。 

  そやから、そこら、今まで７１人が多いんやけど、いきなり２０人というのは、やっぱ

り市内の学校の校長先生方がせめてそういうふうな会を持って、いろいろさまざまな意見

を、共通認識を持つという意味合いから。減せばいいというもんでも、私はないと思うの

やけんど。これ、何でこれだけいきなり。これはあれか、費用弁償か何か出よったわけで

すか、この委員会の開催に当たっては。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   この委員会の人数が非常に多いのは、私も今回、改正す

るに当たって、非常に思うところはあったんですけれども、谷口副委員長がおっしゃるよ

うに、校長先生方で、やっぱり関係のないといったらおかしいですけれども、そういう部

分の校長先生方ではなく、関係する校長先生方については、委員ではなくても、先ほど申

し上げましたように、この子供の様子等々の意見を聞きたいということで、御出席をオブ

ザーバーとしてしていただいて、体制を組んでいきたいとは思っております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   まあ、今、課長、小学校の数、中学校の数というたら、何ぼある

んですか、市内。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   小学校は１６校、中学校が６校でございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   ということは、２２名ぐらいは学校の校長先生は、私はこの中に

入るべきやと思うで。これ、私自身の考えやけんど。やっぱり校長先生というのは、やは

り教育現場で、学校の中で、他校の情報であったって、今の現状ということを、その委員

会で専門的な意見を述べるときに、これは、１校の校長先生というたら、そういう私は職

責にあると思うのやけど。これを、代表校長じゃ、代表の何やだけで、それは、校長先生
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もこんな会に出たって、意見も言えへん、中身のない会議やさかいに、もうこれ、削減せ

えということでこれを削減しよるというの、そういう認識を持つのやけどな、私は。 

  やから、そんなんでないと、やはり、子供の教育に関しては、学校の校長先生やいうた

ら、その校区の長たる者が、こんな委員会を通じて、さまざまなこういう情報収集という

か、共通認識を持つべきやと。それで、２２人というのは、ちょっと納得できらんところ

あんねけんど、その辺、校長先生も、全員、オブザーバーでないけんど呼んで、会を、重

要な会を開催するように努めていただきたいと。どうですか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   関係小中学校の校長及び職員につきましては、関係する

部分について御出席いただいて、対象児童の状況について報告していただいたり、そうい

うことはさせていただきたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   長船委員。 

 

○長船吉博委員   先ほど、課長は、６条か、必要とする場合、特別、そういう専門の方

を呼んで相談するというふうなことも可能だというふうに言われておりました。しかし、

この２０人以内という組織編成の中で、僕はやっぱり、この地域にでも障害者を持つ保護

者がかなりおる、その団体もあります。ですから、そういう実際、そういう部分に携わっ

てきた方々は、やっぱり自分が一番よく苦労してきた経験があり、こんな言うたら悪いけ

ども、先生方は、やっぱり他人の子やと。やっぱり、自分の子は自分たちがそういうふう

に育ててきて指導してきたという方々のやっぱり意見も必要では、僕はないかなという思

いがするんですけど、そこらはどういうふうに捉えておるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   本当にそのいろいろな事例、事象がたくさんありますし、

いろんな関係団体の方のお話もいろいろありますので、その辺は十二分に以後検討しなが

ら、本当に必要な部分については、この委員会にもオブザーバーで来ていただいて、意見

を聞くような場は持ちながら考えていきたいというふうには思っております。 

 

○阿部計一委員長   長船委員。 

 

○長船吉博委員   ぜひとも考えていただきたい。どうしても、こんな言うたら非常に失
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礼ですけども、学校の中というのは、密室というか閉鎖的というか、仲間意識の強い部分

が多くて、やっぱりえらい目するのはやめておこうかというような子を避けて通るという

か、自分らの仲間に余り負担をかけたらぐあい悪いとかいう、そういう部分もないとは、

あってはいかんことやけども、ないとは限れへんので、やっぱりそういう一般の、特に障

害者を持つ保護者の方々というのは、自分らの強い思いがあると思うんですね。 

  そういう、教師の、教育関係者の方と相違った部分で、それはやっぱり、できたらこの

２２人の中にでも２人ぐらいでも入れてあげたら、またまた、より幅も広がる、意見の審

議の中身もより一層充実するんじゃないかなという思いがするんですけど、また一度、そ

の部分も検討してください。 

 

○阿部計一委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（廣地由幸）   十分に検討させていただきたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第４９号、南あわじ市立学校就学指導委員会条例の一部を改正する条例制定につい

てを原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 
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  よって、議案第４９号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （７） 議案第５０号 南あわじ市松帆銅鐸調査研究委員会条例制定について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５０号、南あわじ市松帆銅鐸調査研究委員会条例制定

についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ここに書いてある委員会、この委員会は１０人以内で組織するという

ふうに書いてあります。学識経験のある人、また、教育委員会が必要と認める者というふ

うに書いてあります。以前に、三原で、中央公民館でシンポジウムというか、開かれまし

たけれども、かなりいろんな角度から学者の方々が発表されておりました。 

  そういう話を伺ったときに、幅広い銅鐸に関する学者の方々の思いというのを感じたわ

けですけれども、その中で、この学識経験のある人というのは、どういう方を予定してる

んでしょうか。これは、１０人の中に何人ぐらいを予定してるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   現在、調査委員会のメンバーとしましては、先般のシン

ポジウムに参加していただいた先生方を中心に入っていただくことになっております。今

現在、考えておりますのは、国立文化財研究機構、奈良文化財研究所の文化財センター長

であります難波先生、それから、大阪大学大学院文学研究科の福永先生、それから、奈良

県立橿原考古学研究所の共同研究員であります森岡先生、それから、兵庫県立考古博物館

の館長であります和田先生、この４名の方につきましては、先日、シンポジウムでパネリ

ストとして御参加いただいた先生方です。 

  その後、専門的な分野で、奈良文化財研究所の保存修復科学研究室という部屋がありま

して、そちらのほうから田村先生、それから、同じく奈良文化財研究所の遺跡・調査技術

研究室のほうから村田先生、それから、愛媛大学の准教授であります吉田先生、それから、

兵庫県立考古博物館の主任調査員であります種定先生と、先ほど言いましたとおり、こう

いう青銅器文化にずっと研究をされている方々にお集まりいただいて、それぞれの分野で

いろいろな研究・調査をしていただくように考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 
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○吉田良子委員   これについては、会議は委員長が招集して、その委員長が議長となる

というふうになってますけれども、距離的にも大変幅広い人材の方々に来ていただくよう

で、なかなか会議も設定も難しいんかなというふうに思うんですけど、この会議はどうい

うふうな運営を考えられているのかというのは。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   会につきましては、奈良文化財の研究所を中心にして、

そちらのほうで開催をさせていただきたい。大体、年間２回から３回程度、緊急的に調査

項目がふえたり、注目するような実例が出たときにお集まりをいただくようなこともある

かと思うんですけども、二、三回程度でお話をできたらなというふうに考えております。 

  これは、なぜ奈良で行うのかということになるわけなんですけども、その現物を見てい

ただきながら、そこでお話をしていただく場合があると思います。それからもう一つは、

そこにある器材、奈良文化財研究所にあります器材を通して見ていただく場合、例えば、

顕微鏡なんかでも、高倍率で画面で映せるようなシステムを持っておりますので、そうい

う高濃度の部分での研究課題等もございますので、奈良文化財研究所のほうで見ていただ

くようになります。 

  それから、一番大きなのは、やはりそれぞれの物質に合うた温度・湿度管理、それぞれ

をしていただいて、現在、保管庫のほうで管理をしていただくような形になりますので、

やはり、奈良文化財研究所のほうでお願いしたいというふうに考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、こちらが、教育委員会が奈良の研究所へ出張して、そこ

で会議を開くというふうになるわけですね。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   そういう形になります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それで今回、費用弁償の関係も出てるんですけども、これも松帆銅鐸

調査研究委員会委員長、委員、それぞれ、委員長は１万２,０００円で、委員が１万円、
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これは、この人たちに該当するというふうに理解してよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   委嘱する委員の皆さんの報酬になります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、会を１回したら、委員長は１万２,０００円で、委員が

１万円ということでよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   そうでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それで、これは、こちらから教育委員会が出ていって奈良でするとい

うことですけれども、なかなか奥深いものがあって、いつごろにというようなことはどう

なんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   私どものめどとしましては、今年度、調査を全部済ませ

ればと思うんですけども、やはり研究課題というか、課題が多くございますので、ことし、

来年として、調査を行っていきたい。その後、再来年度は、それに基づいて報告書という

形で、何とか３年までにはおさめていきたいというふうには考えております。 

  ただ、何回も言いますけども、その途中で研究している部分で、調査している段階で、

いろんな情報が出てきますので、その辺は県教委並びに文化庁と相談しながら進めていき

たいというふうには考えております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   これ、課長、私はこれ、ちょっと今お聞きしとったら、この委員

というのは市外の方ばかりで、これ、それぞれ考古学でないけんど、その辺の学者が研究
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してくれるのは結構なことですわ。けど、この委員会の立ち上げというのは、これ、南あ

わじの条例で立ち上げた委員会やと思うのよね。先ほど、課長の答弁を聞いておったら、

もう市外の学者ばかりで、これ、このためにあれして、今いうんか、銅鐸の調査研究で今

回、予算をようけ置いとんのけ。 

  それと、松帆銅鐸の活用というか、保存活用に関することとかいうことやから、地元の

そういうようなやつ、こんな、学者ばっかりでただ、この人らが昔の自分の持った知識で

研究するのに、何で。ちょっと納得できらんけど。１０人以内いうたら、１０人で、市内

の人は何名入るのですか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   地元学識経験者ということで、現在１名、多分、文化財

審議委員の方に出席いただくようになるというふうに考えております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   地元から１名で、市外が９名。私も、南あわじ市でも、前の役場

の川野さんとか、それとか当然、考古学でないけんど、この文化の何とかいう人、いてる

でしょう。あそこに。定松さんとか。せめて、やっぱり地元のそういう人も行って、ほん

で、地元のほんまに川野さんなんかやったら、松帆の銅剣のときからというか、そういう

旧町の西淡町の職員でしたけどね。 

  そんな方々もやっぱり、地元の意見として有効活用とかいうようなことだったら、その

辺、この委員会において、私はそういう協議の場かと思ったら、ただ単に、これはいつの

やつで、これは舌があって、これはひもがついた貴重なものやて、こんな研究するだけの

委員会だったら、何じゃ、別に南あわじ市で条例制定してまでこんな委員会、設ける必要

ないと私は思う。地元の人をせめて、これは、地元の委員を、やはりそれなりの市のあの

方々とか、せめて、川野さんとかいう人を入れていただきたいと思うのやけんど。１０名

以内になっとるやさかい、その辺はどうなんですか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   最初に言いましたとおり、この松帆銅鐸につきましては、

いろんな研究課題、研究をしていただく分野、それぞれの分野でお願いしていくようなこ

とになると思います。ただ、それぞれの研究分野で分野が違いますので、その分を科学的

な調査をまず研究させていただいた後、活用につきましては、地元、当然、文化財審議委
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員さんを中心にして、活用法、また、展示方法について考えていきたいと。だから、調査

と活用と、ある程度の部分は使い分けをしながら考えていきたいなというふうには考えて

おります。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   ２点ほど。まず、これは銅鐸に限定した委員会になっとんねんけんど、

例えば、埋蔵文化財調査研究委員会として条例制定して、その中で銅鐸の部分は今回する

というふうにせなんだ理由ですよね。 

  それと、この研究の成果は一体どこに帰属するんか、南あわじ市の分に帰属するんか、

考古学博物館のほうになるんか、両方にあるんか。その辺、ちょっと教えてほしいんです

けど。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   実は、この調査委員会をこしらえるときに、文書法制課

ともいろいろとお話をさせていただきました。なぜ松帆銅鐸にこだわったかといいますと、

まず、この今、近々の課題であります銅鐸を調査していくことが第１点、それから、市内

に文化財審議委員という従来からある文化財の専門に調査される方々がいらっしゃいます

ので、その差とをちゃんと位置づけをしておこうということで、ある程度の文化財につき

ましては、市内のその文化財審議員の方に調査をお願いしていくと。 

  あともう一つ、研究の成果につきましては、現在、南あわじ市教育委員会が主になりま

すので、そちらのほう、それから、今回、奈良文化財研究所のほうと研究について委託を

しますので、そちらと共同研究という形になるかと思います。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   ということは、その先生が研究の成果として学会で発表するようなと

きも、市に対して一応、こんな形で発表しますよというふうなことは相談があるわけです

ね。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   調査資料という部分で、いろいろなデータが出てくると

思うんですけども、そういう部分につきましては、当然、南あわじに帰属していきますの
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で、そういうような活用のときには、多分、慎重にされると思います。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   それと、あと、ほかの埋蔵文化財については市にそういう組織がある

というふうなことで、同じようなところから、例えば銅剣であったり埴輪であったりとい

うのが出る可能性がないとも限らへんねんけども、その場合はそちらで調査するというふ

うな形になるんか。 

  それと、もう１点は、この銅鐸の調査研究が終わったら、もうこの条例は廃止されると

いうふうに考えてよろしいんですか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   新しい遺物等が出たとき、これは、県教育委員会と相談

して、どのような処理をしていくかはまた考えていきたいというように考えます。 

  それから、この条例につきましては、調査が終わり次第というふうになっておりますの

で、調査が終わった段階、報告書が策定された段階で、終わってしまうというふうには考

えております。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５０号、南あわじ市松帆銅鐸調査研究委員会条例制定についてを原案のとおり可
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決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５０号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （８） 議案第５１号 南あわじ市スポーツセンター条例の一部を改正する条例制定につ 

            いて 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５１号、南あわじ市スポーツセンター条例の一部を改

正する条例制定についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   これは、灘小学校が閉校になって、体育館をスポーツセンター体育館

として社会教育施設にするということですけども、今、灘小学校について、２回目の企業

誘致というかプロポーザルしてると思うんですけど、この体育館を外すというか、除外し

た理由についてはどう、なぜこうなったのかについてお伺いします。 

 

○阿部計一委員長   体育青少年課長。 

 

○体育青少年課長（柏木浩一）   旧灘小学校の体育館でございますが、おっしゃいます

ように、校舎部分については、今、企業さんとか希望とかとっていると思います。この体

育館につきましては、やはり地元のやっぱりスポーツ団体というのもございまして、やは

り地域の体育館を利用してスポーツに利用したいというふうな要望もございまして、スポ

ーツ振興の面から、体育館をスポーツセンターに組み入れた中で運用させていただきたい

ということでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、灘も広い地域で、これを利用するとき、車で来る方もい

るかなと思うんで、そこら、駐車場の確保とか、そういうもろもろのことも発生すると思

うんですけど、そこら辺は仕分けはできているんでしょうか。 
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○阿部計一委員長   体育青少年課長。 

 

○体育青少年課長（柏木浩一）   現在、体育館の前に狭いとは思うんですが、駐車スペ

ースがございます。それで、そういったところを活用しながら、状況を見ていきたいと思

っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   状況を見るということになると、進出企業と話し合いということも可

能だというふうに理解してよろしいんでしょうか。まだ決まってはない、もう決まったん

ですか。まだ決まってないんではないかと思うんですけど、そこら辺は話し合いの余地が

あると。副市長、ほんなら答えてもろうたら話が早いんで。 

 

○阿部計一委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   小学校跡地の利用につきましては、あそこ、市道が通ってます。

市道で体育館とプールが分割されておるわけですので、その部分も外してます。それと、

その前に一部、駐車場があるんですが、その駐車場も利活用のところからは外しておりま

すので、駐車場として使うということにしております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そこの面積が狭いというような話が担当課からあったので、利用する

とき、そこら辺は臨機応変に対応できる部分があるのかどうかというのは、ちょっとお聞

きしたいんですけど。 

 

○阿部計一委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   プールもあるんで、プールについても取り壊して、駐車場に使

おうかなということは考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたらまあ、そういうことで不便はなくなる、不便性は感じないと
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いうふうに理解してよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   駐車場の広さというのは、それはもう限りなく広いほうがいい

んだろうと思うんですが、通常、使う方々のことを考えると、十分に足りるんでないかな

というような思いはいたします。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   この体育館とかグラウンドの利用料についてお尋ねするわけです

が、体育館、高校生以下１００円、２００円とかいうて、照明５００円、グラウンド３５

０円、７００円、照明７００円とかいうのやけど、これは同じ市内の学校の体育館の利用

料金と比較すれば、類似施設の体育館で例えばお尋ねをするわけですが、灘スポーツセン

ターの使用料はこういうふうになっておりますが、例えば、この近くの市小学校の体育館

の利用料金と比較すれば、どのようになっておられますか。 

 

○阿部計一委員長   体育青少年課長。 

 

○体育青少年課長（柏木浩一）   学校体育施設の利用料金でございますが、これは、市

内の学校体育館については、同じの料金設定になっております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   いや、もう一遍確認させてもらうのやけんど、例えば、体育館の

利用料で、一般の方２００円いうてなってますでしょう。ということは、市の体育館を利

用しても、一般の方は２００円で使えると、そういう理解でよろしいんですね。 

 

○阿部計一委員長   体育青少年課長。 

 

○体育青少年課長（柏木浩一）   基本的にそのとおりでございます。ただ、細かく体育

館の使用料の減免制度とかもございますので、基本的にはこの料金の基準でございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 



 

－ 49 － 

○谷口博文副委員長   基本的にかどうか、私は、同じ社会体育というか、大人の方の一

般の方が、バスケットを練習すんのやけんど、体育館の利用料が高いというような声があ

ったんでお尋ねしとるだけで、２００円だったら高いと言わんと思うさかい、その辺、私

ももうちょっとその関係者の方にお尋ねして、再度、また質問すんねけど。一般的にはこ

の類似施設だったら、一般２００円というやつは、もう同等の利用料金やいうことでよろ

しいんやね。わかりました。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５１号、南あわじ市スポーツセンター条例の一部を改正する条例制定についてを

原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５１号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

  暫時休憩をいたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

 

（休憩 午前１１時５４分） 

 

（再開 午後 １時００分） 
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 （９） 議案第５２号 南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定について 

 

○阿部計一委員長   再開をいたします。 

  次に、議案第５２号、南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定についてを議題

といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  木場委員。 

 

○木場 徹委員   改修したんで新たに使用料を定めたと書いてあるんですが、どこを改

修したんですか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   まず、議案の一部改正する条例の中でうたっております

四つの公民館について説明させていただきます。 

  御承知のとおり、昨年度４月１日から市民交流センターがスタートしました。その中で

改修に伴う部分、それから、その開設に伴う部分で変更がありましたので、それについて

条例を改正するものであります。 

  まず、別表の津井公民館についてなんですけども、こちらのほうは産業文化センターの

１階会議室、そちらのほうがミーティングルームというふうになっておりまして、それを

平米５円で改定をしております。 

  続きまして、丸山の公民館の部分なんですけども、こちらについても、改修に伴う会議

室を増築しましたので、その部分を入れております。それから、賀集公民館につきまして

は、こちらは図書室の部分の使用料を計上しておりませんでしたので、それをつけ加えま

した。それから、阿万地区公民館につきましては、阿万地区の新設、現在、新築をしてお

ります施設の２階に新しく公民館ができますので、それの部分を挙げさせていただいてお

ります。 

  なお、この単価につきましては、基準がございまして、会議室平米５円ぐらいというこ

とで、広さに応じてそれぞれの使用料をつくっている分でございます。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   今、賀集と阿万について説明、平米当たりなかったんですが、どちら
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も平米５円の算出でこの使用料を確定しとるんですか。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   昨年度改定するときに、全て改定をさせていただいてお

るわけなんですけども、俗に言う会議室については平米５円で、今回、挙がってないんで

すけども、調理室については平米おおむね８円。この８円につきましては、水道料、ガス

代を含んでいるということで、８円にさせていただいております。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   この丸山の、ほかのところは知らんのやけど、地区公民館で会議室と

いうのを改修した覚えがない、全然見当たらんのやけど、どこ。そんな改修あったんです

か。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   丸山の前の事務所、要するに職員室、あそこが事務所に

なってましたので、今回、小学校、前の校長室が事務所になってます。その前の事務室の

ところが会議室ということになります。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   それじゃ、改修でなしに、移動したというだけのことやね。 

 

○阿部計一委員長   社会教育課長。 

 

○社会教育課長（福原敬二）   改修をしたのは、市民交流センターの事務所の部分の改

修ということです。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、質疑を終結します。 
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  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ございませんので、討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５２号、南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定についてを原案のとお

り可決すべきものと決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５２号は原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

 （10） 議案第７号 平成２７年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第７号、平成２７年度南あわじ市介護保険特別会計補正

予算（第３号）を議題とします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   １点だけお伺いいたします。１０ページの介護予防サービス計画給付

費が５００万ほどふえておりますが、この要因についてお伺いいたします。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   １０ページの介護予防の計画策定ですね。計画というか、

介護予防のほうの利用者がふえているということで、それらに対する計画についての費用

がふえているということになります。 
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○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   介護予防というと、要支援１、２の方かなというふうに思うんですけ

ども、そういう人たちの計画を策定するというように理解してよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   そのとおりでございます。市のほうで計画を立てると。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   要支援１、２というのは、介護でも軽い方、軽いというか、重症化を

防ぐためには、こういう計画を立てていくのは重要やと思うんですけど、これ、何人ぐら

いふえてるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   ２月現在では、要支援者が９５３名となっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それは、現状で１、２の方で９５３名。今後これ、２月から、もうほ

とんど来てるんですけど、若干ふえるという予想なんですか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   年度初めに要介護者のほうが多いというふうな想定をし

てたんですけども、このたび補正してますように、要介護者が減り、要介護１の方が要支

援になっているというケースが多くなったということでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   認定調査というのは、かなり介護度を見る上で難しいものがあると思

うんですよね。医師の診断書が優先するかと思うんですけども、やっぱり実情に合った認

定調査というのをぜひお願いしたいと思うんですけど、その点いかがですか。 
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○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   当介護保険係のほうも、適正化に取り組んでおりまして、

その辺の診断書と、また調査との突合ということをしながら、判定のほうに持っていって

おりますので、その辺、今までよりも、今までもやってましたけども、より正確になって

いるんじゃないかと思っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   最後に、平成２９年度から総合事業に移行するということで、認定の

受け付けもチェックリストだけでいいというように方向転換をしようとしております。で

すから、そこら辺では、実態のある介護度認定になるのかという懸念もありますので、そ

こら辺、今後十分に検討していただきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   長寿福祉課長。 

 

○長寿福祉課長（静永峯雄）   チェックリストを行いながら、要支援１、２のほうにか

かりそうかなというふうな判断はさせていただきながら、介護認定を受けていただくとい

うふうなことも、これからも出てくるかと思っております。チェックリストだけじゃなく

て、要支援１、２の方の介護保険の利用もまだまだありますので、通所なり訪問のほうは

なくなりますけども、その他の訪問看護であったり、住宅改修等々の場面においては、要

支援であっても利用できることになっておりますので、認定は必要となっておりますこと

を理解しておりますので、チェックだけじゃなくて、要る人かなと思ったら、要支援にか

かりそうというふうなことになれば、認定審査を行ったほうがいいんじゃないですかとい

うふうな相談もさせていただきたいと思っております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今後のことであります。介護度の認定によってサービスの量も変わっ

てきますので、そこら辺十分対応していただきたいと思います。 

  終わります。 

 

○阿部計一委員長   ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第７号、平成２７年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第３号）を原案のと

おり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第７号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （11） 議案第８号 平成２７年度南あわじ市訪問看護事業特別会計補正予算（第１号） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第８号、平成２７年度南あわじ市訪問看護特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結をいたします。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第８号、平成２７年度南あわじ市訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）を原案

のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第８号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （12） 議案第５４号 公の施設の指定管理者の指定期間変更について（休日応急診療 

            所） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５４号、公の施設の指定管理者の指定期間変更につい

て（休日応急診療所）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 
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  議案第５４号、公の施設の指定管理者の指定期間変更について（休日応急診療所）を原

案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５４号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （13） 議案第５５号 公の施設の指定管理者の指定について（休日応急診療所） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５５号、公の施設の指定管理者の指定について（休日

応急診療所）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   この指定の期間、２８年８月１日から３８年３月３１日という、

１０年間になっとんねんけど、これは、今の賀集のほうへ行かれるのは、この２８年の８

月１日からということでこういうふうな指定期間を設けとるわけですか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   １２月議会のときに、一応、８カ月以内に移転するという形

で条例を認可していただきました。それで、その後ですけども、施行規則のほうによりま

して、８月１日とさせていただいてます。８月１日は平日に当たりますので、たしか、８

月７日か６日か、そのあたりの日曜日が実際の営業日になってきます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   ということは、８月の祝日から移転するやいうことは、今まだあ

そこの改修というか、さまざまな進入道路であったりとか、何か整備もせんなんと思うの

やけど、それはもう８月１日までにはもう施工というか、間に合うというような理解でよ

ろしいんですか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 
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○健康課長（小西正文）   専用の出入り口につきましては、先月にもう完成しておりま

す。今、保健センターの中の斫りとかを終えて、解体の部分ですけども、それは終了いた

しておりまして、内装の部分のほうに今、移っております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   それと、市民への周知というか、当然、道路標識というか、国道

等々にも南あわじ市休日診療所とかいうような道路標識ありますわね。あの辺の当然、や

りかえというか、その辺、市民への周知等、当然、国道に出とる休日診療所の道路標識等

も当然、それと並行して８月１日に間に合うように準備はしていただくという理解でよろ

しいんやね。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   周知用の看板等につきましては、国道ばたのほうは、国交省

の所管になっておりまして、洲本のほうへ依頼しております。それから、スーパーＭＡＳ

ＵＩとか村野診療所のあのあたりから入っていくわけですが、あそこにも１カ所つける予

定にしております。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   あそこ、私はバックヤードというか、バックスペースにかなりの

スペースがあったと思うんですわな、あの休日診療所の後ろよ。あの辺、大規模災害とい

うか、集団救急事故というか、多数の傷病者が出たときに、あの辺の利活用をできるので

ないかというような思いで、今の休日診療所にないようなスペースが、新たに移転される

ところにはあると思うのやけんど。あの辺の利活用について、どのようにお考えはされて

おるんですか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   大規模災害時ですけども、休日診療所から向こうの部分につ

きましては、普通財産になっておりますが、医師会のほうに指定管理しております。それ

で、救護所ということで災害時には使いたいと考えております。 
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○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   サンライズのところにも県の災害用の備蓄倉庫があんでがな。私

も今回、あんな訓練をするときに、あそこから沼島へ物資の輸送とかいうようなやつをし

たらええというような考え持っとんのやけんど。あの休日診療所も、そやさかい、その辺

の災害時用の備蓄というたら、医療というか、そういうやつもできたら備えるような方向

で考えていただきたいなという思いがあんのよね。その辺、また８月１日、今からのこと

やから、順次、そういうことも計画して、市民の医療の関係の充実に対して頑張ってやっ

ていただきたいという思いがありますので、それだけお願いして、終わっておきます。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   基本協定書の１１ページに、施設の改修で３万円を超えるものと、そ

こら、修繕については指定管理者と市と協議の上、市が自己費用において責任において実

施するというふうになってますけど、この３万円という金額設定というのはどういうとこ

ろから出てるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   従来から３万円という形で修繕費を協定書で書いておりまし

た。それで、基本的には市が直すという解釈を私たちはしてるつもりでございます。３万

円やったらもう、少しの金額でございますので、ちょっと修繕が必要やなと思えることに

なれば、３万円を超えることがほとんどでないかなと考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   じゃあ、まあこれまでは、ほとんど市が修繕してきたと。けど、施設

が新しくなれば、修繕というのはすぐにはないように思うんですけれども、こういう従来

どおりの契約ということでよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   多分、修繕等は少ないとは思いますが、従来どおりの形で、

今までもそういう形でやってきておりまして、支障なく医師会のほうも受けていただいて
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おりますので、そのとおりやっていきたいと考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それと、もう１点、この施設の中に歯科医師会の事務所が入るという

ふうになってると思うんですけども、本会議でも質疑があったんですかね、その費用、会

場費というか、そういうのはどうなるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   医師会と同じような形で、施設使用料はいただかないんです

けども、光熱水費実費相当分という形で、使用料をいただく予定にしております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、少しお金をいただくということですけども、休日診療所

って、歯科の部分はないと思うんですけど、今後、そういうところにも広げていくという

ようなことは考えてるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   そこまでは考えてはおりませんが、同じ医療に携わる医師で

ございますので、強い要望等もありましたので、医師会と同様にそこに入っていただくと

いう形をとっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今言ったのは、そこへ入るという話ですけど、診療科目というか、歯

科の分も休日診療所で対応するというような将来的な考えはないんですか。 

 

○阿部計一委員長   健康課長。 

 

○健康課長（小西正文）   将来的にはあるかもしれません。しかしながら、今の段階で

は、休日診療所ということは外科、内科、小児科が主になってきますので、医師会のほう

で云々しておりますけども、歯のほうも結局は医師でございますので、その辺はまた要望
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があればお伝えしていきたいと考えております。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５５号、公の施設の指定管理者の指定について（休日応急診療所）を原案のとお

り可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５５号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （14） 議案第５６号 公の施設の指定管理者の指定について（灘黒岩水仙郷） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５６号、公の施設の指定管理者の指定について（灘黒

岩水仙郷）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   これまでも議会の中で質問があったと思うんですけども、水仙郷、２

万３,２００人というような入園者数で、なかなか収支の関係では厳しいんではないかと
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思うんですけど、どういうふうな収支になってるでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   細かい数字はまだ向こうのほうから決算を上げてきてお

りません。来週、その中身の決算について伺う会を予定しております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   おおむねでもわからないというところですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   実際、本人から聞いた額というのは、ちょっと私もない

ので、ちょっと軽やかに言えないんですけども、結構な額いってるんじゃないかというこ

とでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ちょっとわからない中で、この協定書の中のリスク分担というところ

で、その３項で、開園期間中において気象条件等不測の事態により営業、これは不能と書

いてあるんですけど、となる場合、赤字に関しては市と協議するというふうにうたってあ

ります。なかなか経営が厳しい中で、これは今後、市と協議するということになるんです

か。営業不能というふうになってるんですけど、それをそういうふうに見るかどうかとい

うこともあるんですけど、そこら辺はどうなんですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   これも、今の部分については、来年度からの指定管理の

基本協定書の要綱なんですけれども、本年度にはこの部分がなかったわけでございまして、

今回、この１月末に降雪がありまして、ああいう水仙が倒れてしまったという中で、営業

をちょっと休業したというところと、これ、営業不能というところの部分がどれほどまで

この期間が行くのかどうかというのがちょっとまだ決められておりませんけれども、降雪

及び自然災害によって、そういった営業ができなくなったときには協議していくというと

ころでございます。 
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○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今、課長の答弁がありましたけど、これは、今回の指定管理でこうい

うふうにしますよということですけど、それ、以前のやつは、これは条項にうたわれてな

かったと。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   はい。今回、こういうことがありましたので、こういう

条項を入れた次第です。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、それが今回から生きていくということになれば、ことし

の厳しい経営については、もう自己責任という判断ですか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   現状では、指定管理者の御負担になるというところでご

ざいます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   今後、やはり受けるというのは地元の方でないとなかなかここの施設

を管理するというのは大変なことになるので、やはり市もバックアップするというような

ことで協議の土台に載せていただきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   来週等で一応、その２７年度の決算報告をいただく予定

でございますので、それを受けまして、内部、または上司の方と協議したいと思います。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 
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○吉田良子委員   状況を見て、上司の方とということですけど、副市長、そういう話が

ありますけど。状況を見てということですけど、どういうふうな思いがありますか。 

 

○阿部計一委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   状況を見て考えさせていただきます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   なかなか水仙の管理というのは、この期間だけでなしに、それ以前か

らも大変な手入れが必要やという話も聞いてますので、ぜひバックアップをお願いしたい

と思います。 

  終わります。 

 

○谷口博文副委員長   阿部委員長。 

 

○阿部計一委員長   １点お聞きします。今回はそういう雪の災害も考慮しないで、指定

管理という形の中で、それはもう管理者の責任と、それはもうそれで結構なんですが、こ

れ、ずっとデータを見てますと、灘の黒岩のほうで磯辺さんが管理者でやっていた四、五

年か五、六年やってたんやな。ほんで、この前にふるさと会に管理をしてから、現実に自

然災害等もあんねけども、かなり人数がそれから減ってるわけよな。 

  ほんで、やっぱり私はこの管理するときも、随分委員会でいろいろ、こんなもん、素人

がやって大丈夫なんかというような、福良の練り物屋も入っとったり、何やいろいろあっ

て、現実的には、今回はそういう雪のなんて、災害ということで何やけども、受けて２年

間というのは、現実、約１万人からの減少につながっとんのよな。 

  そやから、やっぱり管理者自体の管理責任ということも課長、今後十分、それは、あの

人らが管理しよるのか、全体的な管理というのは、これは誰がしよるんですか。 

 

○谷口博文副委員長   商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   灘黒岩ふるさと会の部分の方が、地元の方を含めて多数

いらっしゃいます。老人会とかいろいろな方々も入って、草引き、草取りとか球根の間引

きをしながら管理をしているんですけれども、そういった地元の方を中心にやってもらっ

ているところでございます。 
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○谷口博文副委員長   阿部委員長。 

 

○阿部計一委員長   今後、課長、そういうことで、現実にふるさと会になってから、偶

然、これはいろいろの事情があってなっとるのかわからんのやけども、現実、２年続けて

何しとる。ほんで、今回、雪ということなんで、そういう面、十分ふるさと会にも言って

いただいて、頑張ってやっていただくように、もう答弁結構ですので、お願いします。 

  ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５６号、公の施設の指定管理者の指定について（灘黒岩水仙郷）を原案のとおり

可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５６号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （15） 議案第５７号 公の施設の指定管理者の指定について（バイオマス利活用施設） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５７号、公の施設の指定管理者の指定について（バイ

オマス利活用施設）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 
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  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   この指定管理の関係で、これまで５施設ありましたけれども、事業報

告書というのはもう、その年に出すようになってますけど、事業報告書の提出を資料とし

てお願いしたいんですけど、委員長から諮っていただきたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   今、吉田委員からこういう今の質問がありましたけども、いかがし

たらよろしいですか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   では、資料提供をお願いしたいと思います。 

  暫時休憩します。 

 

（休憩 午後 １時３２分） 

 

（再開 午後 １時３３分） 

 

○阿部計一委員長   再開をいたします。 

  質疑ございませんか。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   これは、バイオマスの指定期間を今回２年間ということにしておりま

す。それで、もう２年間過ぎれば、このバイオマスの指定管理をやめるということで、施

設そのものを廃止するということでよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   この５施設なんですけども、先ほど委員おっしゃられた

ように、この３０年３月３１日で全て１０年というような形で、１０年がたつということ

になります。そういうことの中で、順次、廃止していくというような方向にはなりますけ

ども、これは、国の補助なりをもらってますので、そういう中で、県、国のほうへ廃止に

当たっての書類等を出していかなければなりません。そういうところで、この施設の中の

機械については、既に耐用年数も過ぎてるというところで、機械から廃止というような形

で行っていこうとは思っております。 
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○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   このバイオマス利活用施設をつくろうという背景には、タマネギの不

法投棄というのがあって、それを解消しようということで炭化がいいのか、いろんな施設

がいいかというところで、これに落ちついたわけですけれども、そしたら、今、タマネギ

の残渣というのは、この施設で２,２００トン処理する、５施設で。全体で今、タマネギ

の残渣というのは年間どれぐらい出てると認識してますか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   今、このバイオマスの処理を見ていただきましたら、大

体２４年度でしたら、処理施設で２,３９１トン、２４年度ですけども、２５年度で２,２

１１トン、２６年度で２,５６１トンというような形になっております。 

  それで、あと、全淡建設というのがあるんですけども、そこでは、６,０００トンの年

間能力があるんですけども、約半分ぐらいの形で、年間処理をしてるというふうな形には

なっております。 

  それで、あとは、自己処理というような形になりますので、これもこのバイオに関しま

しては、計画１万トンというような形になっておりましたので、今のを差し引くと、農家

の処理というような形にはなっております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、この事業計画書では２,２００トン、それ以上、ちょっと

収支というか持ち込み量が多いようですけども、ここ２年間のうちに廃止したときに、そ

のいわゆる全淡のほうで受け入れが可能やということで廃止は、補助金の関係もあって打

ち切るという考え方ですか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   おっしゃるとおりで、２年後、全淡建設が今、６,００

０トンの能力があるということで、二千二、三百、うちのほうで施設で処理をしていると

いうような形で、あと、先ほど言うたように、全淡が半分ぐらいというような形になりま

すので、それを足しても６,０００ぐらいになりますので、２年後には全淡のほうに移る

かとは思います。 
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○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そしたら、自己処理等含めて、タマネギの不法投棄がなくならないと

いうことでよろしいんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   今のところはそういうふうに考えております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   それともう１点、今、資料を配っていただいたんですけども、この計

画では、決算ではなかなか赤字運営というようになってるわけですけれども、この計画書

の中では赤字補填とかいうようなことはないわけですけども、それは受けた団体の中で処

理するというように認識してるんでしょうか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   そのとおりでございます。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   先ほど、同僚議員が聞いとんのやけんど、２年したら廃止やと、

これ、２年せんでも、もう採算の、まあ、こないして指定管理２年しとるさかいにしゃあ

ないのやけんど、実際、私もバイオのことに関しては、さまざまな同僚議員から過去に質

問された段階で、こういうスムーズに行きよる施設やったら、別に廃止せえへんのよの。

あることによって、障害になっとるさかい、もうほんま、これ、よう受けてくれた、嫌々

受けてくれたんと違うんけ。実際の話よ。嫌々受けてもろうたというたら、ちょっと問題

発言になるや知らんけんど。これ、採算にのっとってしっかりとした適切な計画どおりの

処理ができよったら、こんな廃止せんでも構わんでよの。あかんやつは、もう早いことや

めらせと、私は思うのやけんど。そやけんど、何かの補助金の関係で、２年間続けるとい

うことか。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 
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○農林水産課長（宮崎須次）   先ほどもこちらのほうからお話しさせていただいたよう

に、１０年ということがあります。それが、補助金に係る予算の執行の適正化に関する法

律というものがございます。それで、長期的財産ということで、１０年たてばそういう形

で廃止していけるというような形ではございますけども、建物については、まだ耐用年数

があるということで、耐用年数については、これは３５年、建物はあります。それで、１

０年たってもあと２５年残ってるということで、その建物を地域の人に利活用してもらう

という形の中で廃止していくと。機械を廃止していくというような形で行っていきます。 

  それと、副委員長おっしゃってたように、廃止してったらいいんではないかということ

なんですけども、これは施設全体で一つの事業でやってますので、一つひっくるめて、５

施設一遍に行くことが県や国へ対しての申請ということになりますので、そういう形で行

っていきたいと考えております。 

  それと、故障も結構、耐用年数も過ぎて、機械の故障もかなりありますので、後２年は

そういう形の中で進めていきますけども、やはりそういう機械も老朽化してきてるのかな

ということで、後２年で神代と北阿万については１０年になりますので、あとの施設も含

めて、５施設一遍に行くほうがいいのかなというような形で提案させていただいておりま

す。 

 

○阿部計一委員長   谷口副委員長。 

 

○谷口博文副委員長   まあこれ、野菜残渣の処理については、さまざまな技術革新がで

きて、そういうふうな事業で動きかけとる事業もあんねん。実際、全淡は全淡でやっとん

のやけど、また違う手法でそういう野菜残渣等々、市内の業者も間もなくちょっとそれを

導入するような、私もそういう情報を得とるのやけんど。 

  そやから、そこらも踏まえて、もうこういうやつは、そういうような民間というか、や

っぱり行政が余り関与して、指定管理料払うてまでやる事業で、私はないと思うんやね。

やはり、あくまでも不法投棄、先ほど言うとった不法投棄というか、そやさかい、民間の

やっぱりそういうふうな、それで業種として、やはりそれなりの収益を上げるところを、

自己責任においてこういう処理というかやっていく方向で民間の優秀な活力を使うべきや

と、私はそういうふうな思いがありますので、２年間というか、それまでにでも、もう機

械の耐用年数済んどるのやったら、もう閉めて、建物だけ使えるようにしたらええんかな

と思うんで、その辺は、まあこれで終わります。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

  木場委員。 
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○木場 徹委員   これ、資料いただいとんのやけど、これ間違いないんですか。数字。 

 

○阿部計一委員長   農林水産課長。 

 

○農林水産課長（宮崎須次）   この報告書のとおりとなっております。 

 

○阿部計一委員長   ほかに何か。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５７号、公の施設の指定管理者の指定について（バイオマス利活用施設）を原案

のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５７号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （16） 議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（吹上浜野外教育センタ 

            ー） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第５８号、公の施設の指定管理者の指定について（吹上

浜野外教育センター）を議題といたします。 
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  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

   

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第５８号、公の施設の指定管理者の指定について（吹上浜野外教育センター）を原

案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第５８号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （17） 議案第６５号 平成２８年度農業共済事業に係る事務費賦課総額及び賦課単価に 

            ついて 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第６５号、平成２８年度農業共済事業に係る事務費賦課

総額及び賦課単価についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 
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  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第６５号、平成２８年度農業共済事業に係る事務費の賦課総額及び賦課単価につい

てを原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第６５号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （18） 議案第６６号 字の区域の変更について（松帆、阿那賀、福良地区） 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第６６号、字の区域の変更について（松帆、阿那賀、福

良地区）を議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第６６号、字の区域の変更について（松帆、阿那賀、福良地区）を原案のとおり可

決すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第６６号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （19） 議案第６７号 市道路線の認定について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第６７号、市道路線の認定についてを議題といたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第６７号、市道路線の認定についてを原案のとおり可決すべきものと決定すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 
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○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第６７号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （20） 議案第６８号 市道路線の廃止及び変更について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第６８号、市道路線の廃止及び変更についてを議題とい

たします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第６８号、市道路線の廃止及び変更についてを原案のとおり可決すべきものと決定

することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第６８号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （21） 議案第６９号 広田市営住宅新築工事請負変更契約の締結について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第６９号、広田市営住宅新築工事請負変更契約の締結に

ついてを議題といたします。 
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  これより質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  小島委員。 

 

○小島 一委員   この設計変更の経緯をちょっと説明をお願いしたいんですけども。こ

れ、工事中に軟弱であるということがわかったんか、どういうことなんか、ちょっと教え

てください。 

 

○阿部計一委員長   都市計画課長。 

 

○都市計画課長（原口久司）   この工事変更契約の先ほど言ったように、主な要因は、

地盤改良工事の追加なんですけども、平成２５年に工事設計前に地盤のボーリング調査を

今、２棟あるんですけども、Ａ棟で２カ所、Ｂ棟で２カ所実施しております。それで、Ｂ

棟の建設の予定地には既存の住宅が残ってたわけなんですけども、あいた場所でボーリン

グ調査を実施して、１カ所において設計地耐力に不安定要素がありました。設計段階で判

断がつかないということで、このたび、不安定要素があったＢ棟建設地の既存住宅を撤去

後に、掘削深までの試験掘りを行い、平板載荷試験を実施した結果、地盤改良等の基礎補

強が必要となったということでの追加工事が主なものでございます。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   ということは、多分、建築確認出し直しであったり、工期に影響して

くると思うんやけど、その辺はどないですか。 

 

○阿部計一委員長   都市計画課長。 

 

○都市計画課長（原口久司）   計画変更してますけども、工期等については、今、全体

の工事としては影響はないかと思っております。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   この範囲というのは、やっぱり十分にここまでで大丈夫というふうな、

もうこれ以上、今、通路になってる部分は入ってませんけども、そっちのほうまでかけて

調査されたわけやね。 
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○阿部計一委員長   都市計画課長。 

 

○都市計画課長（原口久司）   はい。ボーリング調査、Ａ棟２カ所、Ｂ棟２カ所してま

して、この２カ所目、悪い地盤要素があったところを今、改良するということで、その他

はボーリング調査等では十分なＮ値が出ておりますので、大丈夫かと思っております。 

 

○阿部計一委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   今後、掘り出したらやっぱりやわらかいから、また追加ということが

ないように、やっぱりそこら、十分に。当然、この図面で言えば右のほうが低いわけで、

若干、盛り土的な部分があったんかなと思うんですけども。再度、変更のないような形で

お願いしたいということを思います。 

  終わります。 

 

○阿部計一委員長   ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   ないようでございますので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何かありますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   討議を終結します。 

  これより採決を行いたいと思いますが、異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第６９号、広田市営住宅新築工事請負変更契約の締結についてを原案のとおり可決

すべきものと決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 
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  よって、議案第６９号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 

 （22） 議案第７０号 損害賠償額の決定及び和解について 

 

○阿部計一委員長   次に、議案第７０号、損害賠償額の決定及び和解についてを議題と

いたします。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   質疑がございませんので、質疑を終結します。 

  これより委員間討議を行います。何か御意見ございますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   これで討議を終結します。 

  これより採決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、これより採決を行います。 

  議案第７０号、損害賠償額の決定及び和解についてを原案のとおり可決すべきものと決

定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙 手 多 数） 

 

○阿部計一委員長   挙手多数であります。 

  よって、議案第７０号は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

  以上で、当委員会に付託されました案件の審査は終了いたしました。 

  お諮りします。 

  ３月２３日の本会議における委員長報告について、どのようにしたらよろしいでしょう

か。 

 

（「委員長・副委員長に一任」と呼ぶ者あり） 
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○阿部計一委員長   それでは、そのようにさせていただきます。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は、２時１０分。 

 

（休憩 午後 １時５６分） 

 

（再開 午後 ２時１０分） 

 

 ２．閉会中の所管事務調査の申し出について 

 

○阿部計一委員長   再開をいたします。 

  次に、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題といたします。 

  お手元に配付の所管事務の閉会中調査事件申し出一覧表のとおり、議長に申し出てよろ

しいでしょうか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○阿部計一委員長   異議がございませんので、議長に申し出ることといたします。 

 

 ３．その他 

 

○阿部計一委員長   次に、その他に入ります。 

  何かございませんか。 

  長船委員。 

 

○長船吉博委員   先般、ＪＡあわじ島の広報、その広報の中で、代表組合長が美菜恋来

屋の今というふうなことでコメントを出しておるわけですよね。中身としては、本当に非

常に、組合長の当初の思い、１年振り返った思い等がありますけども、先般、この南あわ

じ市の市議会の中での農商部長の発言にも、組合長コメント出しておりますけども、僕ら

も特に心配しとんのは、あるところから、これはうわさかもわかりませんけども、もう組

合長は、この販売会社の社長を辞任するというようなことを言ってるというようなうわさ

だと思うんですけども、耳に入ってくる。ということは、今後、恋来屋の運営に大いに影

響を及ぼすことになりかねません。 

  ですから、そこら今、現状をちょっとどういう、本当になっとるのか、わかればお聞き
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したい。特に、この所管でもあることでありますし。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   今、御指摘いただいた分については、あわじ島まる

ごと株式会社内部のことでありますし、今、協議中でございますので、発言は控えさせて

いただきたいというふうに思っております。 

 

○阿部計一委員長   長船委員。 

 

○長船吉博委員   内部のことでもあるけども、このコメントを見る限り、組合長のかな

りの怒りというか、そういうようなんを感じ取れる。ですから、今後南あわじ市としてど

ういうふうに、ここに書いてある、諸悪の根源は無責任かつずさんな計画と口先だけで応

援支援ということだという、ここら、非常に当初、この計画、僕らもよく言っとったはず

です。この計画する段階においては、やはり参加する人たちにも計画、また、店舗設計等

も含めた中で協議していくべきやと。無理やり、花博イベントに合わすというふうなこと

の中で、余りにも期間がなく、あせり過ぎたというのがこの中にもあると思うんですね。 

  だから、そこら、一番いいのは、やっぱり経営がうまくいくようにするのが一番いいん

だと思うんですけども、まだまだ僕ら、思うところ、なかなかいかんせん、イベントをや

っても観光客だといっても、レジ通過にはつながらないというふうなことも言われており

ますのでね。本当に心配してるのが現実なんです。 

  ですから、僕ら、社内のことだから言えないというふうなことになれば仕方はないんで

すけども、やっぱり、市がある程度お金も出してますしね。そんな中で、私らも所管議員

として、非常に。読んだときには、ほんまびっくりしましたよ。ある程度は予測はついと

ったんですけども、でも、ここまでとは、組合長がここまで書くとはとても思ってません

でしたからね。そこらほんなら、委員長、どないしたらええんかの。しゃあないんかの。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   今、御指摘のとおり、重く受けとめております。市

として、建設をさせていただきました。出資もさせていただきました。取締役も出させて

いただいております。目的は何か、これを考えますと、やはり適切に継続して本来の目的

達成のために、懸命に、ともにやっていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 
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○阿部計一委員長   ほかに。 

  吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ちょっと今の質問と合わせて質問させていただくんですけれども、そ

の計画がずさんであったという組合長の指摘があるんですけども、その計画というのは市

の計画だというふうに思うんですけども、それは以前、平成２５年９月１７日に食の拠点

の説明資料というのが委員会で配られてるんですけども、これがその計画になるんですか。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   基本的にはその数字になります。２８万人レジを通

っていただいて、客単価２,４００円がベースになっております。これは、コンサル中心

に全国事例も含めて、推計値として作成させていただいております。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   ここでは、５３万人になると赤字になるというふうに書いてあります。

そこが分岐点であると。ちょっと資料が重なってる部分があるんですけども、レジ単価が

１,３００円で５０万人というような数字も出してるんですけども、資料ではね。そこら

はどうですか。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   私、２６年４月１日からですので、以前の資料をち

ょっと確認できておりませんが、私が記憶しているのは、５４万人建屋に入っていただい

て、２８万人レジを通っていただいて、客単価２,４００円というのを目標値、あるいは

推計値として出してきたというようなことでございます。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   そうすると、私が言った２５年から少し変わってるというような感じ

ですけども、その市の計画がどうだったんかということを、今度の委員会でも出していた

だいて、市の計画と現実とがどれだけ乖離してるんかというところをやっぱり見ていく必

要があると思うんです。やっぱり、この広報はすごく反響が大きくて、私らもちょっとい

ろいろ聞かれるんですけど、本当に市の計画は一体どうやったんだということなんですよ
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ね。私らは、それ、この平成２５年の資料しか私自身は持ってないというか。 

  ですから、そこが曖昧では説明つかないし、いわゆる市民が株主ということになってる

と思うんですよね。市がお金を出してるのは、市民が株主ですから。やっぱり、市民に対

しても説明する必要がある。ですから、そこら辺の乖離で、そしたら、どこをどう修正し

ていくんか、どう発展させていくんかということが課題になってくると思うんですけど、

そこら辺の資料提供は次回の委員会でもぜひお願いしたいと思うんですけど。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   当然、議会の御指摘をいただければ、今まで提出さ

せていただいたもの等は提出させていただきます。ただ、あわじ島まるごと株式会社の資

料につきましては、やはり今、決算が終わっておりません。内部で精査中の部分もありま

すので、そこら辺は、資料提出については会社にお伺いしないとわからないというところ

はあります。 

 

○阿部計一委員長   吉田委員。 

 

○吉田良子委員   会社ですけど、先ほど言ったように、市民がいわゆる株主、代表して

市が出してるというような認識をぜひ持っていただきたいなというようにも思うんです。

会社は会社というのはよくわかるんですけども、やはり株主である市民が置き去りにされ

ていってるような感じがしますんで、そこら辺、また協議していただきたいというふうに

思います。 

  以前は、さんちゃん市で１億円以上の売上があって、売上スペースが狭い、広げてほし

いという要望もあった中で、いろんな雇用の問題もあってこういうふうになったんですけ

ど、これだけの面積が必要だったんかというような課題もありますし、懸念されてる水産

物なり入ってるテナントの方々、皆それぞれ大変苦労されてると思うんで、やっぱり市全

体でこれは考えていく大きな課題やと思ってますので、積極的な情報提供をよろしくお願

いしたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   当然、委員会の御指摘であれば、提出すべき書類は

提出させていただきます。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 
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○木場 徹委員   １点だけ確認します。この会社から市のほうに赤字補填については請

求というか、そういう話もないし、市も赤字補填については考えてないということで、市

民に説明はそれでよろしいですか。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   一般質問の折、神代部長のほうから現時点ではとい

う表現で発言させていただいたと思います。現在も協議調整中でございます。 

 

○阿部計一委員長   木場委員。 

 

○木場 徹委員   ということは、そういう会社からそんな話は、市のほうには、市の対

応は別にして、そういう話があったということでよろしいですか。 

 

○阿部計一委員長   食の拠点推進課長。 

 

○食の拠点推進課長（喜田憲和）   要請そのものはございましたが、その中身について

は協議調整中でございます。 

 

○谷口博文副委員長   阿部委員長。 

 

○阿部計一委員長   この問題については、これはもう、初めのときからいろいろと所管

でもあったわけで、まだ決算も終わってない、それで、１年過ぎたところということで、

これは、私個人の話としたら、これ、農協と２回ほどやっぱり第一次産業ということで懇

談会を持ったことがあるんです。これはまた、議員の皆さんに相談した中で、やっぱりこ

ういう、あの組合長談話とかいろいろな問題、それから、今言いよる指定管理、普通の指

定管理とは私は違うと、私はそう思ってるんです。 

  ですから、まだ決算も出てないし、これは赤字が出ることはもう間違いないけども。そ

んなんで、１回、議員の皆さんとも協議をした中で、今、これをここで議論することは早

計やと思うんで、そんなんで、私個人としたら、そういう考えを持っております。 

  ほかに何かありますか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○阿部計一委員長   それでは、執行部より何か報告事項がありましたらお願いします。 

  商工観光課長。 

 

○商工観光課長（川上洋介）   １９日土曜日、産業厚生常任委員さんの皆様、また議長

様、大変お忙しい中でございますけれども、渦潮開きをしますので、なないろ館へ８時３

０分から９時までの間に受付をしますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○阿部計一委員長   わかりました。 

  それでは、以上で産業厚生常任委員会を閉会します。 

  閉会の挨拶を副委員長、よろしくお願いします。 

 

○谷口博文副委員長   どうも長時間にわたってお疲れでございました。また今後とも、

委員で意見を十二分に、よろしくお願いいたしまして、閉会といたします。終わります。 

 

（閉会 午後 ２時２６分） 
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  委員会条例第３０条の規定により、ここに署名する。 
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